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資料 １ 

平成３０年度 前期事業報告 

１ 企画展等 

（１）常設展拡大企画「-所蔵作品公開- 美術のなかの自然展」 

・3／17（土）～6／17(日) 

  ・入館者数 1,877人 

  ・会場：ホール 

前年度3月からの継続。「自然とはなにか」という問いを手がかりに、地域の人々の

生と自然との関わりを提示する常設展と関連づけて開催。 

 〇展示点数 絵画6点 立体造形3点 

 〇出品作家 川嶋宜彦、齋藤満栄、鈴木香雲、高橋清、高松次郎、月岡徳恵、 

長沢明、渡辺雪子 

    〇リーフレット作成 

    ・A4 8頁（カラー） 

・図版、テキスト、解説等 

・無料配布（対象：文化教育関係施設・当館来館者） 

○作品鑑賞会 

・4／15（日）、参加者16人  

・5／20（日）、参加者 6人 

・6／17（日）、参加者10人 

〇講師 神田直子 

（２）平成３０年度「新潟地震」巡回パネル展 

・貸館事業（主催：新潟市（北区担当：北区地域総務課）） 

・会場：集会室

・5／25(日)～6／12(水) 

    ・入館者数 406人 

市民の防災意識向上のために、新潟市が行った啓発事業。市内各区を巡回。 

（３）第３５回菱湖会書展 

・共催事業（主催：菱湖会・新潟市北区郷土博物館） 

・会場：ホール・集会室

・7／13(金)～7／16(月) 

    ・入館者数 313人 

北区在住の書家 小黒五稜氏主宰の書道グループ「菱湖会」との共催展。全29点

の作品を展示。 
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美術のなかの自然展 展示風景           作品鑑賞会の様子 

展示撤収作業風景 

                         リーフレット（左：表紙  右：8頁目） 

「新潟地震」巡回パネル展 展示風景        第35回菱湖会書展 展示風景 
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（４）第２1回松蔭賞書道展 

・7／28(土)～8／26(日) 

    ・入館者数 1,015人 

郷土出身の書家 弦巻松蔭にちなんで開催。書に親しむ機会づくりの一環として市 

内の児童・生徒から課題作品を公募して開催した。入賞作品220点を展示。 

○対 象：新潟市内の小学校3年～中学生 

○審査員：（五十音順）伊豆名皓美 氏（にいがた文化の記憶館 学芸員） 

                 岡村 鉄琴 氏（新潟大学教育学部 教授） 

小黒 五稜 氏（書家・新潟県書道協会顧問） 

                     和泉 哲章  （新潟市教育委員会副参事）  

      ○参加校 

・北区内  … 小学校12校・中学校7校 

     ・市内他区… 小学校  2校・中学校3校 

     ・書道教室… 7校   

     ・その他 … 個人出品 

○出品点数 （点） 

小３ 400 中１   259 

小４ 551 中２   13 

小５ 383 中３    11 

小６ 476 教室･個人   151 

    合 計           2,280 

○入賞者数・松蔭賞  7人        （各学年１人） 

・優秀賞  21人        （各学年3人） 

・特 選  66人  （各学年10人程度） 

          ・佳 作  126人  （各学年20人程度） 

（５）第１２回新潟市北区こども科学展

・9／22(土)～10／8(月) 

    ・入館者数 1,096人 

新潟市北区の児童・生徒が、夏休みに取り組んだ創意工夫、探究心にあふれる作品

を発表・展示した。最優秀賞2人、優秀賞11人を選出。 

○対 象： 北区内の小・中学生 

○審査員：永井 喜博 （新潟市立濁川中学校長） 

菊地 順子 （新潟市立濁川小学校長） 

今井 真悟 （新潟市北区教育支援センター 指導主事） 

佐々木 勇 （新潟市北区副区長/北区地域総務課長） 

木村 隆行  (当館館長） 
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第21回 松蔭賞書道展 表彰式風景-1                表彰式風景-2 

展示風景 

第12回 北区こども科学展 審査会風景 

展示風景-1                                        展示風景-2 
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   ○参加校  北区内小・中学校 12校 

○出品点数（出品者数）  …196点 （ 197人） 

【模型の部】      …102点 （ 102人） 

 【標本の部】      … 19点 （  19人） 

          【発明工夫の部】   … 18点 （  19人） 

【自然科学写真の部】 … 57点 （  57人） 

２ 講座・教室、レファレンス等 

（１）北区郷土博物館開館50年・戊辰戦争150年記念 

「北区の戊辰戦争ゆかりの地バス巡り」 

北区郷土博物館の開館 50 年、戊辰戦争から 150 年の節目を記念し、新潟市北区や

新発田市の戊辰戦争ゆかりの地を巡るバスツアーを開催した。 

 〇主催：新潟市北区郷土博物館 

 〇協力：新潟戊辰の会（7／21・9／24）、小島勝治氏（7／21） 

・開催日  7／21（土）、9／24（月） 

・参加者数 7／21（土）：23人 9／24（土）：20人 

○担当：木村隆行・曽部珠世 

（２）夏休み はくぶつかん体験コーナー 

見学・体験しながら北区の歴史と文化を学び、理解を深める。特色ある区づくり事

業（担当：北区地域総務課）「公共施設利用促進バス事業」に伴い開催。 

水書き習字、北区のお宝マップを活用した「北区パズル」、常設展示を活用した「北

区クイズ」、漢字の成り立ちを学べる「金文クイズ」、昔の農作業着の着用体験がで

きる「野良着を着てみよう」を実施。「野良着を着てみよう」では昔の田植え風景の

パネルを背景に記念撮影をし、その場で写真を印刷しプレゼントした。 

・開催期間  7／28（土）～8／26（日）（当初8／19（日）までとしていたが延長） 

・参加者数  延べ266人（うち63名は団体利用） 

○担当：木村隆行・曽部珠世・齋藤加奈 

○協力：北区郷土博物館市民ガイド 

（３）講師派遣 

① 「美術館に係る学習会」での講演 

・主催 阿賀北美術協会 

・6／16(土) 午後1時30分～午後3時30分 

・会場 新発田市生涯学習センター 

・参加者 80名 

・講演テーマ「美術館とは、どんなもの？－美術館と美術と私たちとの密なる関係」 

○講師：神田直子 
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                              北区の戊辰戦争ゆかりの地バス巡り 

                              当日の様子 

北区の戊辰戦争ゆかりの地バス巡り配布資料       新潟戊辰の会へ協力（原稿作成） 

遠藤七郎と北辰隊 
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② 水と土の芸術祭市民プロジェクト「北区 水と土の歴史をたどるプロジェクト 

 まちの探検・まちを知ろう」での講師        

・主催：とよさか歴史地形探訪会 

・7／22(日)午後1時～ 

・会場 新潟市北区郷土博物館 

・講演テーマ「北区の歴史や福島潟の干拓の歴史について」 

    ・参加者 20人 

○講師：曽部珠世 

③ 校内授業（総合学習）「木崎地域ってどんなとこ？」での出前授業 

・9／13(木) 午前9時30分～午前11時30分 

・会場 新潟市立木崎小学校 

・参加者 木崎小学校3年生児童 61人 

○講師：木村隆行 

④「会津・越後・長州 3地域連携市民フォーラム」での講演          

・協力事業（主催：明治150年プロジェクト実行委員会） 

・10／6(土) 午後7時～ 

・会場 豊栄地区公民館 

    ・参加者 110人 

  ・講演テーマ「遠藤七郎と北辰隊」 

○講師：曽部珠世 

⑤「にいがたデジコングランプリ2018」における審査員の受嘱 

・受嘱期間 7月～11月 

・主催 特定非営利活動法人 にいがたデジタルコンテンツ推進協議会  

○審査受嘱職員：神田直子

（４）市民ガイド等研修 

   市民ガイド等のスキルアップと情報の共有を図る。 

   ・開催日 8／9（金） 

   ・研修先 新潟県立歴史博物館 

   ・内容 企画展「戊辰戦争150年展」（当館所蔵の北辰隊関係資料（新潟市指定文化 

財）を貸出し）を、企画担当の田辺学芸員の解説を受けながら見学。 

       常設展示を、音声ガイドの説明により見学。 

（５）ふるさと学習 

学校教育や地域などと連携し、博物館資料の紹介や、展示見学の利用を図る。 

   ・市民ガイド団体及び個人への案内 

延べ 14回数（延べ36人）    見学者延べ 300人 
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夏休み はくぶつかん体験コーナー（水書き習字）の様子（上写真） 

夏休み はくぶつかん体験コーナー（野良着を着てみよう）（右写真） 

撮影した写真をL版サイズで印刷し、プレゼントした 

「会津・越後・長州 3地域連携市民フォーラム」    講演の様子 

会場展示風景 

高校生インターンシップ 作業の様子 
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（６）レファレンス 

    ・郷土史関連図書の閲覧、市民の郷土史学習サポート・資料調査協力 

      ・所蔵資料の閲覧、照会 

      ・地域の行事・まつり（三ツ屋の虫送りなど）等についての照会 

      ・地域の古地図についての照会 など 

・博物館や大学など研究機関への協力 

  ・企画展のための資料照会 

  ・研究報告作成のための資料撮影 など 

（７）刊行物の販売 

当館の有償刊行物のリストを、表紙イメージ入りでホームページに掲載。 

３ 博物館実習、体験学習等受け入れ 

（１）博物館実習 

大学生(博物館学芸員養成課程履修)の実習受け入れ 

・8／23（木）～8／31(金)7日間 

・新潟大学4年生 １人  

（２）中学生職場体験 

〇新潟市立光晴中学校2年生 2人 

・7／11（水）～7／13（金）3日間 

（３）高校生インターンシップ（就業体験）

〇新潟県立豊栄高等学校2年生 2人 

・7／31（火）～8／2（木）3日間 
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４ 北区文化財保護事業 

（１）歴史、民俗資料等 整理事業 

○収蔵歴史資料（古文書・行政文書）の再整理。作業日数は延べ10日（4～9月）。 

○民俗資料の整理 作業日数は延べ9日（5月） 

（２）新潟市北区内郷土芸能保存団体情報交換会の開催 

   区づくり事業「北区郷土博物館開館50周年記念事業 

「北区伝統芸能文化の祭典」開催のための芸能保存団体への説明会 

・「北区伝統芸能文化の祭典」は、北区郷土博物館と北区文化会館の共催で11/25

（日）に開催。説明会はこれまでに2回開催している。 

〇7／4（水） 午後7時～午後9時 

・会場 新潟市北区文化会館 

    ・参加者 各団体代表者、北区産業振興課、北区文化会館、北区郷土博物館 

内容 

   ・事業日程、内容（案）の説明 

   ・各団体への依頼事項の確認 

    ・入場整理券の配布について 

    ・出演意向調査票について 

・意見交換 

   〇9／20（木）午後7時～午後9時 

・会場 新潟市北区文化会館 

・参加者 各団体代表者、北区産業振興課、北区文化会館、北区郷土博物館 

   内容 

   ・出演団体、待ち時間、出演順の確認 

   ・当日のスケジュール 

    ・入場整理券の配布 

・チラシ、ポスターについて 

・舞台の仕込み図について（聞き取り） 

    ・意見交換 

（３）文化財説明板の点検 

 高校生インターンシップの体験実習のなかで、14か所の説明板について、点検を行 

い、現状の記録を作成した。 

５ 郷土資料収蔵庫整理作業 

○郷土資料収蔵庫内の民俗資料の整理・配架 
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資料2－1 松蔭賞書道展　出品数と入館者数について
開催回 出品数 課題語句 入館者数

1 Ｈ10 1998 2,102 716

2 Ｈ11 1999 2,192 1,140

3 Ｈ12 2000 2,641 1,214

4 Ｈ13 2001 2,472 1,332

5 Ｈ14 2002 2,716 1,209

6 Ｈ15 2003 3,040 1,050

7 Ｈ16 2004 2,732 1,066

8 Ｈ17 2005 2,548 976

9 Ｈ18 2006 2,409 1,157

10 Ｈ19 2007 2,537 1,340

11 Ｈ20 2008 2,519 1,167

12 Ｈ21 2009 2,561 1,216

13 Ｈ22 2010 2,597 1,303

14 Ｈ23 2011 2,627 1,190

15 Ｈ24 2012 2,913 911

16 H25 2013 2,584 1,033

17 H26 2014 2,595 1,082

18 H27 2015 2,679 1,039

19 H28 2016 2,911 1,051

20 H29 2017 2,309 1,249

21 H30 2018 2,280 1,015

最多出品数

３回使用

第15回（H24年）に次いで多い出品数

３回使用

年

６回使用

３回使用

３回使用

３回使用

３月２１日　豊栄市が新潟市に編入合併
この年以降 対象を新潟市に拡大

４月　政令指定都市「新潟市」誕生、
区制スタート

対象は豊栄市のみ（第１回～第７回）

備考

合併後最多出品数

2,102

2,192

2,641
2,472

2,716

3,040

2,732
2,548

2,409
2,537

2,519

2,561

2,597

2,627
2,913

2,584

2,595

2,679
2,911

2,309

2,280

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

出
品
数

開催回数

松蔭賞書道展出品数
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これまでの参加校と出品数について（過去 3回分） 

第 19回 (平成 28 年度)                                                     

○参加校                                    ○出品点数（点） 

・北区内  … 小学校 13 校・中学校 5校 

  ・市内他区… 小学校  2 校・中学校 3校 

  ・書道教室… 8 校   

  ・その他 … 個人出品 

第 20回（平成 29年度）                                                    

 ○参加校                                     ○出品点数（点） 

・北区内  … 小学校 13 校・中学校 7校 

  ・市内他区… 小学校  1 校・中学校 2校 

  ・書道教室… 7 校   

  ・その他 … 個人出品 

第 21回（平成 30年度）                                                    

○参加校                                          ○出品点数（点） 

・北区内  … 小学校 12 校・中学校 7校 

  ・市内他区… 小学校  2 校・中学校 3校 

  ・書道教室… 7 校   

  ・その他 … 個人出品 

小３ 552 中１   293 

小４ 535 中２ 

101

小５ 659 中３ 

95

小６ 529 教室･個人 

147

   合 計           

2,911 

小３ 364 中１   369 

小４ 473 中２ 

11

小５ 426 中３ 

33

小６ 531 教室･個人 

102

   合 計           

2,309 

小３ 400 中１   259 

小４ 551 中２ 

13

小５ 383 中３ 

11

小６ 476 教室･個人 

151

   合 計           

2,280 
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資料2－2 北区こども科学展　出品数と入館者数について
開催回 出品数 出品人数 入館者数

1 H19 2007 164 167 728

2 H20 2008 131 131 734

3 Ｈ21 2009 242 242 1,308

4 Ｈ22 2010 164 162 780

5 Ｈ23 2011 165 167 754

6 Ｈ24 2012 191 192 1,008

7 H25 2013 198 202 937

8 H26 2014 198 200 977

9 H27 2015 190 190 1,072

10 H28 2016 175 173 730

11 H29 2017 196 196 1.006

12 H30 2018 196 197 1,096

昭和47年に旧豊栄市と旧北蒲原文南部郷（現 阿賀町）の地域を対象に開始し、平成30年で通算
47回目。平成19年の政令市移行に伴い、名称を「新潟市阿賀北地域こども科学展」から「新潟市
北区こども科学展」とし、対象を北区の小中学校 児童・生徒に変更した。

年

４月　政令指定都市「新潟市」誕生、
区制スタート

備考
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198 198
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これまでの参加校と出品数について（過去 3回分） 

第 10回 (平成 28 年度)

○参加校  北区内小学校 11 校・中学校 1校 

○出品点数（出品者数）  …175 点 （173 人） 

【模型の部】      … 82 点（  80 人） 

 【標本の部】       …16 点（  16 人） 

          【発明工夫の部】     …20 点（  20 人） 

【自然科学写真の部】   …57 点（  57 人） 

第 11回（平成 29年度）

○参加校  北区内小学校 11 校 

○出品点数（出品者数）  …196 点 （196 人） 

【模型の部】      …103 点 （ 103 人） 

 【標本の部】       …17 点 （  17 人） 

          【発明工夫の部】    …24 点 （  24 人） 

【自然科学写真の部】  …52 点 （  52 人） 

 第 12回（平成 30年度）

○参加校  北区内小学校 11 校・中学校 1 校 

○出品点数（出品者数）  …196 点 （ 197 人） 

【模型の部】      …102 点 （ 102 人） 

 【標本の部】      … 19 点 （  19 人） 

          【発明工夫の部】   … 18 点 （  19 人） 

【自然科学写真の部】 … 57 点 （  57 人） 
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資料 2－3 

平成 30 年度入館状況 

・「入館者数」は館内に入場した人数であり、展覧会観覧者数や事業参加者数の合計とは

異なります。 

・横井の丘ふるさと資料館は現在休館中 

・10 月 8日までの入館者数 

月別 
北区郷土博物館 

入館者数（人） 

横井の丘ふるさと 

資料館入館者数(人) 
主 な 行 事 

４月 649
「美術のなかの自然展」3/17～6/17 

「美術のなかの自然展」作品解説会 4/15（16 人） 

５月 554

「美術のなかの自然展」3/17～6/17 

「美術のなかの自然展」作品解説会 5/20（6 人） 

「新潟地震 巡回パネル展」（5/25～6/12） 

６月 535

「美術のなかの自然展」3/17～6/17（のべ 1,877 人） 

「美術のなかの自然展」作品解説会 6/17（10 人） 

「新潟地震 巡回パネル展」5/25～6/12（のべ 406 人） 

７月 790

「菱湖会書展」7/13～7/16（のべ 313 人） 

「第 21 回松蔭賞書道展」7/28～8/26 

「夏休み はくぶつかん体験コーナー」7/28～8/26 

「北区の戊辰戦争ゆかりの地バス巡り」7/21（23 人） 

８月 952

「松蔭賞書道展」7/28～8/26（のべ 1,015 人） 

「夏休み はくぶつかん体験コーナー」7/28～8/26（の

べ 266 人 ※会期を延長） 

９月 1,040
「第 12 回北区こども科学展」9/22～10/8 

「北区の戊辰戦争ゆかりの地バス巡り」9/24（20 人） 

10 月 350
「第 12 回北区こども科学展」9/12～10/8（のべ 1,069

人） 

11 月 

12 月 

１月 

２月 

３月 

合計 4,870

－15－
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北区郷土博物館の入館者数と主な企画展
西暦 和暦 入館者数 横井の丘 合計入館者数 主な企画展（入館者数の上位3位までの企画展。数字は開催期間中の入館者数）
1980 55 6,421 6,421
1981 56 7,600 7,600 「五頭山と平野の生い立ち」782、「阿部和三絵画遺作展」407、「山古志の人びと」写真展345
1982 57 7,310 7,310 「明治のあかり～石油ランプ展」665、写真展「白鳥のいる風景」550、「阿部半雅回顧展」407
1983 58 8,265 8,265 「越佐の郷土玩具展」893、太丘焼展659、「水と町と人と」ふるさとのアルバム321
1984 59 9,315 9,315 「蒲原の田下駄展」466、「飯田春行絵画展」432、「北海酔道人展」386
1985 60 11,436 11,436 「高野常与志展」1,800、ＶＳ・アート展1,100、阿賀北の焼物展1,100
1986 61 4,345 4,345 写真展「良寛の風土」1,700、「阿賀野川水系の筌展」1,300
1987 62 12,000 12,000 「豊栄の原始・古代展」1,270、「鈴木香雲展」1,082、写真「越の白鳥展」603
1988 63 5,984 5,984 版画「野良の叫び」1,437、「手織機と葛塚縞展」1,092、阿賀北現在陶芸展621
1989 1 16,512 16,512 「富士山」米山昭二写真展3,000、「新五兵衛山遺跡展」1,638、「阿賀北の画家たち」遺作展1,200
1990 2 15,403 15,403 「弦巻松蔭展」3,000、「竹内敏信が撮る福島潟」写真展2,000、「ヒシクイ展」1,000
1991 3 17,028 17,028 「月岡貞夫アニメ展」3,300、「とよさかのワラ細工展」1,000、「博物館収蔵品展」800
1992 4 15,012 15,012 「雲崖と太丘焼展」2,100、「バードカービング展」600、「ありし日の鎧潟」写真展400
1993 5 17,446 17,446 「富岡惣一郎　白の世界」2,000、「越後平野のおいたち」1,000、上田五千石の詠む「福島潟」俳写点1,000
1994 6 14,184 14,184 「第1回福島潟写真コンテスト入賞作品展」600、「弦巻松蔭揮毫・幟展」300、写真展「鳥たちのいる美しい新潟」300
1995 7 13,910 13,910 「第2回福島潟写真コンテスト入賞作品展」600
1996 8 9,846 9,846
1997 9 0 0 ビュー福島潟完成、松蔭作品・コレクションを常設展示に転換
1998 10 9,736 9,736 リニューアルオープン、写真展「富士山」908、「－書聖ー弦巻松蔭の世界」583、木版画展「野良の叫び」341
1999 11 11,425 11,425 「日本画家　森　華江展」1,398、インド先住民族アート展835
2000 12 9,611 9,611 収蔵写真展「ふるさとのアルバム」1,015、「文化の鏡～日本とオランダ」723
2001 13 11,898 11,898 「西方三枝展」1,128、「日沿道発掘調査速報展」878、民俗資料展「かつぐ・ひく・はこぶ」709
2002 14 12,296 12,296 上田桑鳩展1,408、長沢明展939、「野良の叫び」版画展と資料展720
2003 15 10,643 10,643 諸橋正雄木工芸展834、月岡貞夫絵本原画展697、菱湖会書展490
2004 16 10,455 822 11,277 横井の丘オープン、豊栄の文化財展942、目で見る豊栄のあゆみ展762、「こけし」コレクション展442
2005 17 9,773 702 10,475 「星野楚人と高野常与志」展1,233、「南画家　長井雲坪」展930、山口賢俊先生のメッセージ展528
2006 18 12,349 712 13,061 「わが家の松蔭展」第1弾1,435、「豊栄ゆかりの美術・工芸」展1,172、「わが家の松蔭展」第2弾590
2007 19 12,987 656 13,643 巡回ミュージアム1,490、五十嵐道夫水彩画展1,197、こども博物館07-08展1,183
2008 20 9,990 478 10,468 ありし日の福島潟・鎧潟1,539、「出土品が語る新潟の歴史」872、菱湖会書展546
2009 21 12,010 380 12,390 月岡徳恵水彩画展2,244、松蔭賞書道展1,216、北区ゆかりの美術展1,064、
2010 22 10,210 395 10,605 松蔭賞書道展1,303、味方海山展1,111、遠藤七郎と曽我簡堂展966、喜寿小黒五稜展946
2011 23 9,639 602 10,241 北区のお宝ものがたり展1,153、松蔭賞書道展1,190、川嶋宜彦展834
2012 24 9,318 651 9,969 まなびやに託されたメッセージ展1,308、本間公司彫刻展1,025、松蔭賞書道展911
2013 25 9,052 586 9,638 松蔭賞書道展1,033、ようこそ絵図とくずし字の北区へ！1,267
2014 26 8,399 628 9,027 齋藤満栄展1,328、松蔭賞書道展1,082、和本と学びの世界934
2015 27 8,769 296 9,065 弦巻松蔭展Ⅱ1,043、松蔭賞書道展1,039、弦巻松蔭展Ⅰ803
2016 28 8,902 179 9,081 上田桑鳩展1,117、松蔭賞書道展1,051、遠藤七郎展972、昭和のくらし展「農家の冬の仕事」869
2017 29 8,507 103 8,610 松蔭賞書道展1,249、「昭和のくらし展「食べる」の道具たち」1,091、「北区の水害展」846
2018 30 4,520 0 4,520 美術のなかの自然展1,877（地震パネル展含む）、地震パネル展406、松蔭賞書道展1,015

主な企画展の入館者数は、同時期に開催中の企画展・事業の場合、期間内の入館者が開催中の企画展・事業の両方に含まれます。
主な企画展の入館者数は、記念誌「福島潟と人々のくらし17年の歩み」、40周年記念誌、平成21年度以降は博物館だよりから引用しています。
平成30（2018）年度は、9月末日までの入館者です。
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北区郷土博物館の入館者数と主な企画展
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資料 ３ 

平成３０年度 後期事業計画 

１ 特色ある区づくり事業（郷土芸能伝承支援事業） 

（１）新潟市北区郷土博物館開館50周年記念事業・北区音楽文化の祭典3 

「北区伝統芸能文化の祭典」 

・共催事業（主催：北区郷土博物館・北区文化会館） 

・豊栄町博物館として1968年に開館した新潟市北区郷土博物館の開館50周年を記

念し、北区文化会館を会場に開催。 

〇開催日 11／25（日） 開演 午後1時30分 

〇会場  北区文化会館  

〇定員  全席自由549席 

[関連事業（同日・同会場開催）] 

① ミニ講演会「北区の郷土芸能について」（会場：ホール） 

○講師：宮﨑芳春 氏（元新潟市北区郷土博物館館長） 

② 「神楽のお頭大集合」（会場：エントランスロビー） 

北区内の神楽で展示しているお頭を一堂に展示する。頭を噛んでもらい、記念

スタンプを集めてもらう。 

③ 「横笛を吹いてみよう」（会場：エントランスロビー） 

横笛の音の出し方を練習し、お祭り気分を味わってもらう。 

（２）市指定無形民俗文化財郷土芸能の記録（VHSビデオ）のDVD化に向けた準備 

２ 企画展等 

（１）常設展拡大企画「弦巻松蔭－学書と模索の時代展」             

・11／17(土)～12／16(日) 

   上田桑鳩に師事した在京時代（1936-45）をはさんで、自己の書の確立をめざして学

書、模索した弦巻松蔭（1906-95）の葛塚在住時代（-1955）の作品を展示。 

○展覧会鑑賞ガイド 

・11／18（日）、12月16日（日） 

・両日ともに午後1時30分～ 

〇講師 神田直子 
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（２）常設展拡大企画「昭和のくらし展3」 

・H31.1／4(金)～5／6(月) 

   今では使われなくなった道具から、北区の昔の様子を紹介する企画の第3回展。体

験コーナーを設置。 

   ・会場 ホール 

３ 講座・教室、レファレンス等 

（１）第２８回博物館まつり 

・11／2(金)～11／4(日)

・見る、聞く、触れるなど体験・実演コーナーなどを通して伝統文化を学ぶ。 

（２）市民ガイド研修 

   ・市民ガイドのスキルアップと情報の共有を図る。 

（３）ふるさと学習 

学校教育や地域などと連携し、博物館資料の紹介や、展示見学の利用を図る。 

①学校教育としての見学対応 

   ②市民ガイド団体及び個人への案内

（４）レファレンス 

   ・郷土史関連図書の閲覧、市民の郷土史学習相談・資料調査への協力 

   ・博物館や大学など研究機関への協力 

（５）郷土資料収蔵庫の管理運営 

   ・環境整備・虫の侵入防止・空調管理 

   ・民俗資料整理作業（台帳化、配架） 

（６）刊行物の販売 

３ 北区文化財保護事業 

（１）歴史、民俗資料等 整理事業 

 前期からの継続 

（２）郷土芸能 公開・活用 

・「第28回博物館まつり」郷土芸能発表会（再掲） 

・11／3(土) 

・「北区伝統芸能文化の祭典」（再掲） 

 ・11／25（日） 
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